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施
政
方
針
　
　（
一
部
抜
粋
）

は
じ
め
に

　
美
郷
町
は
立
町
か
ら
二
年
と
四
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
時
間
経
過
と
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
徐
々
に
美
郷

意
識
が
定
着
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
、
今
後
の
町
勢
発
展
に
向
け
た
礎
が
定

ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
一
方
、
財
政
環
境
に
つ
い
て
は
、
三
位
一

体
改
革
に
代
表
さ
れ
る
行
財
政
改
革
の
推
進

や
国
、
県
に
お
け
る
大
幅
な
制
度
改
正
が
、

財
政
的
な
合
併
効
果
を
上
回
る
規
模
で
歳
入

を
縮
小
さ
せ
、
事
業
推
進
に
お
け
る
町
負
担

の
増
大
を
も
た
ら
し
、
行
政
経
営
に
よ
り
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
皆
さ
ん
が
望
む
美
郷
づ
く
り
に
よ
り
力
強

く
進
ん
で
い
く
た
め
に
、
総
合
計
画
に
沿
い

な
が
ら
予
算
化
し
た
取
り
組
み
の
着
実
で
効

果
的
な
展
開
に
意
を
払
い
、
各
地
域
の
誇
る

べ
き
資
源
や
特
色
を
再
確
認
し
、
将
来
に
向

か
っ
て
大
切
に
す
べ
き
も
の
を
改
め
て
問
い

直
し
な
が
ら
、「
誇
る
べ
き
美
郷
の
創
造
」に

向
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
減
少
す
る
職
員
体
制
の
中
で
、
一

定
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保
し
な
が
ら
、
合

併
の
本
旨
に
立
ち
返
り「
か
つ
て
は
こ
う

だ
っ
た
」と
い
う
認
識
を
改
め
、
公
共
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
根
本
か
ら
議
論
す
る

な
ど
、
将
来
に
向
か
っ
て
何
に
投
資
し
、
何
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を
削
減
す
べ
き
か
を
改
め
て
検
討
し
、
歳
入

規
模
に
見
合
っ
た
ス
リ
ム
な
行
政
運
営
を
模

索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
具
現
化
に

あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
町
民
理
解
の
も
と

で
進
ん
で
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
各
種
情
報

の
共
有
化
に
意
を
払
う
ほ
か
、
地
域
間
バ
ラ

ン
ス
に
も
留
意
し
て
ま
い
り
ま
す
。

十
九
年
度
予
算
編
成
の
留
意
点
等

　
一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
で
す
が
、
歳

入
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
厳
し
さ
を
増
し
た
平
成
十
九
年
度
地
方

財
政
対
策
の
内
容
並
び
に
各
般
の
情
報
を
も

と
に
、
不
測
の
事
態
の
財
政
需
要
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
十
八
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え

て
一
定
の
留
保
に
配
慮
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
制
度

改
正
や
十
八
年
度
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
町
債
に
つ
い
て
は
、
起
債
残
高
を
増
嵩
さ

せ
な
い
前
提
で
、
適
債
性
の
あ
る
事
業
に
は

で
き
る
限
り
活
用
す
る
こ
と
で
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
二
十
年
度
以
降
も

見
据
え
て
基
金
残
高
に
留
意
し
て
い
ま
す

が
、
歳
入
の
不
足
等
に
対
応
す
る
た
め
財
政

調
整
基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
制
度
改

正
を
踏
ま
え
た
ほ
か
、
使
用
料
や
国
、
県
支

出
金
等
に
つ
い
て
も
、
適
正
に
計
上
す
る
よ

う
に
留
意
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、
経
常
経

費
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
が
悪
化
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
工
夫
を
こ
ら
し
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
美
郷
町
課
設
置
条
例
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
　
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催
を
今
年
の
九
月

に
控
え
、
国
体
準
備
室
の
名
称
を「
国
体
室
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
費
適
正
化

の
た
め
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り
組
み
を
町

が
重
点
的
に
行
う
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
保
健

指
導
に
町
保
健
師
・
栄
養
士
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
等

に
関
す
る
事
務
を
福
祉
保
健
課
に
受
け
持
た

せ
ま
し
た
。

●
美
郷
町
副
町
長
定
数
条
例
、
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
助
役
に
代

え
て「
副
町
長
」を
置
き
、
そ
の
定
員
を
１
人

と
定
め
る
と
と
も
に
、
特
別
職
の
収
入
役
を

廃
止
し
、
一
般
職
の「
会
計
管
理
者
」を
置
く

こ
と
を
定
め
ま
し
た
。
な
お
、
現
収
入
役
は

任
期
ま
で
引
き
続
き
そ
の
任
に
当
た
り
ま

す
。

●
町
議
会
議
員
、
非
常
勤
の
特
別
職
、
町
長

等
及
び
教
育
長
の
報
酬
又
は
給
与
に
係
る

４
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
町
議
会
議
員
、
町
四
役
の
報
酬
又
は
給
与

の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
％
減
額
す
る
と
と
も

に
、
非
常
勤
の
特
別
職
の
報
酬
の
額
を
そ
れ

ぞ
れ
減
額
し
ま
し
た
。

●
美
郷
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
固
定
資
産
税
を
前
納
し
た
場

合
、
前
納
報
奨
金
を
割
り
引
い
た
金
額
で
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
納
税
意
識
の
向
上
や
窓
口
納
税
、
口
座
振

替
制
度
が
普
及
し
て
き
て
お
り
、
制
度
初
期

の
目
的
で
あ
っ
た
早
期
納
税
と
滞
納
の
防
止

や
納
税
意
識
が
定
着
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
美
郷
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
の
効
率
化
事
業
の
実
施
に
伴

い
、
六
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、

千
畑
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を「
北
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
」、
仙
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を

「
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」と
そ
れ
ぞ
れ
名
称

を
改
め
ま
し
た
。
な
お
、
六
郷
地
区
の
学
校

給
食
は
、
六
郷
小
学
校
及
び
六
郷
東
根
小
学

校
を
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
六
郷
中
学
校

を
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

●
美
郷
町
体
育
館
設
置
条
例
、
美
郷
町
特
定

地
区
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
六
郷
中
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
総
合
体
育

館（
ア
ス
パ
ル
）を
同
校
体
育
館
に
用
途
変
更

す
る
と
と
も
に
、
仙
南
総
合
体
育
館（
リ
リ

オ
ス
）の
名
称
を「
美
郷
総
合
体
育
館（
リ
リ

オ
ス
）」と
改
め
ま
し
た
。

●
美
郷
町
地
販
地
消
推
進
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
町
内
産
品
等
の
地
域
内
流
通
や
消
費
を
促

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町

の
地
販
地
消
推
進
の
基
本
理
念
や
町
、
事
業

者
、
経
済
団
体
及
び
町
民
の
役
割
を
明
確
に

す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。
町
は
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
町

内
の
消
費
者
、
事
業
者
、
公
共
的
団
体
の
代

表
者
な
ど
で
組
織
す
る「
美
郷
町
地
販
地
消

推
進
会
議
」を
設
置
し
、地
販
地
消
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
六
号

　
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業
費
補
助
金
の
増

額（
五
百
七
十
二
万
七
千
円
）、
美
郷
町
肉
用

牛
導
入
基
金
に
お
け
る
国
費
分
の
返
還
金（
百

三
十
二
万
二
千
円
）な
ど
に
加
え
、
既
に
完
了

し
て
い
る
事
務
事
業
の
精
算
に
係
る
減
額
を

行
い
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

二
億
千
百
七
十
一
万
二
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
四
号

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
五
号

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
四
号

　
そ
れ
ぞ
れ
既
に
完
了
し
て
い
る
事
務
事
業

の
精
算
に
係
る
減
額
と
、
こ
れ
に
伴
う
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
減
額
等
を
行
い
ま
し

た
。

●
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算

●
平
成
十
九
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

●
平
成
十
九
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

●
平
成
十
九
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
●
平
成
十
九
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算

　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

て
総
額
の
抑
制
に
努
め
、
政
策
経
費
の
確
保

に
留
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
政
策
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
政
策

展
開
方
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
総
合
計

画
に
基
づ
く
施
策
選
択
や
環
境
変
化
に
基
づ

く
緊
急
性
に
鑑
み
た
事
業
展
開
に
留
意
し
て

い
る
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
職
員
数
や
一
般
財
源
の
減

少
を
踏
ま
え
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
の
認
識
を
大
切
に
し
、
事
業
の
統
合
化

や
合
同
実
施
な
ど
、
よ
り
効
率
的
に
事
業
を

展
開
で
き
る
よ
う
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
特
に
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
継

続
事
業
も
同
様
に
緊
急
性
や
効
率
性
な
ど
の

観
点
で
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
事

業
に
つ
い
て
は
各
地
域
の
整
備
水
準
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
投
資
の
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
も
配

慮
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
美
郷
町
の
発
展
に
は
、
現
段
階
で
は
何
よ

り
地
域
の
一
体
感
醸
成
と
住
民
か
ら
信
頼
を

い
た
だ
け
る
行
政
推
進
が
肝
要
と
存
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
域
全
体
を
見
渡
し
な
が

ら
、
透
明
性
と
効
率
性
を
重
視
し
、
適
切
な

時
期
に
施
策
を
展
開
す
る
よ
う
に
留
意
す
る

ほ
か
、
町
の
現
状
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
各
般
の
取
り
組
み

の
趣
旨
が
伝
わ
る
よ
う
に
留
意
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　「
美
郷
が
い
ち
ば
ん
、
す
き
で
す
美
郷
」と

言
え
る
町
に
向
か
っ
て
、
私
は
じ
め
職
員
が

一
つ
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
る
よ
う
改
め
て

決
意
し
て
お
り
ま
す
。


